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(57)【要約】
【課題】　シャフトの伸縮が自在に調整できるゴルフパ
タ－を提供する。
【解決手段】　パタ－ヘッドシャフト１ａの連結逆Ｅ字
型状切込溝１ｂをグリップシャフト２ａの固定金具２ｂ
に沿ってスライドさせ、伸縮をストッパ－３で固定して
パタ－ヘッドの方向性を一定に確保する。パタ－ヘッド
とグリップの長さを自在伸縮調整の上、ストッパ－で固
定することによりシャフトを短尺、中尺、長尺にセット
した個性豊かなスタイルを可能にするゴルフパタ－が実
現できる。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　パタ－ヘッドシャフト１ａとグリップシャフト２ａの両シャフトで構成され、パタ－ヘ
ッドシャフトの連結逆Ｅ字型状切込溝１ｂをグリップシャフトの固定金具２ｂに沿ってス
ライドさせパタ－ヘッド１とグリップ２の伸縮を自在に調整固定できるところを特徴とす
る伸縮ゴルフパタ－。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ゴルフパタ－のシャフトを二本として連結逆Ｅ字型状切込溝によりスライド
するゴルフパタ－に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ゴルフパタ－シャフトは画一的な規格である。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　パタ－ヘッドシャフトのスライド伸縮によって前述を解決しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本考案は、パタ－ヘッドシャフトとグリップシャフトの両シャフトで構成されパタ－ヘ
ッドシャフトをグリップシャフト内でスライドさせて、パタ－ヘッドとグリップの伸縮を
自在に調整した上でストッパ－により固定させるものである。
【考案の効果】
【０００５】
　上記のとおり本考案の伸縮ゴルフパタ－は、グリップシャフトの内にパタ－ヘッドシャ
フトの連結逆Ｅ字型状切込溝に沿ってスライドさせ、パタ－ヘッドとグリップの長さを自
在伸縮調整の上、ストッパ－で固定することによりシャフトを短尺、中尺、長尺にセット
した個性豊かなスタイルを可能にするゴルフパタ－が実現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本考案の移動するスライド式パタ－ヘッドシャフト実施例１を示した側図面であ
る。
【図２】グリップシャフト実施例２を示した側面図である。
【図３】グリップシャフトに装着しているストッパ－固定具実施例３を示した側面図であ
る。
【図４】グリップシャフトのストッパ－固定具の外側部ストッパ－移動キヤップ実施例４
を示した断面図である。
【図５】本考案ゴルフパタ－はパタ－ヘッドシャフト、グリップシャフト、ストッパ－固
定具、ストッパ－移動キヤップから構成されそれぞれの結合を示した側面図である。
【図６】グリップシャフトの固定金具にパタ－ヘッドシャフトの連結逆Ｅ字型状切込溝が
接合固定している図５のＡ－Ａ断面を示した拡大図である。
【図７】パタ－ヘッドシャフトの連結逆Ｅ字型状切込溝を図５のＢ－Ｂ矢視を示した拡大
図である。
【図８】パタ－ヘッドシャフトの連結逆Ｅ字型状切込溝を図６のＣ矢視図を示した。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
　パタ－ヘッドシャフトにグリップ対応の複数段階調整できる連結逆Ｅ字型状切込溝とグ
リップシャフトに固定金具を設けてパタ－ヘッドシャフトを固定金具に沿って伸縮の上、
回転で固定させ更にスライドをストッパ－で固定させる。
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【実施例】
【０００８】
　以下、添付図面に従い実施例を説明する。１は耐久性のある金属性素材でパタ－ヘッド
シャフト１ａに連結逆Ｅ字型状切込溝１ｂを設けたパタ－ヘッド、２は金属性素材のグリ
ップシャフト２ａに固定金具２ｂを設けたクリップ、３はグリップシャフトの先端に装着
された円筒形のプラスチック等適宜素材のストッパ－固定具で、その前部は左右対称にＶ
字型状切込３ａ、中部にら旋状溝３ｂを設けた本体、４はグリップシャフトのストッパ－
固定具を覆うプラスチック等適宜素材のストッパ－移動キヤップで、前部はパタ－ヘッド
シャフトがスライドする程度の円筒形から順次太くして、ストッパ－固定具のら旋状溝３
ｂに接合する部分にはストッパ－移動キヤップ内側にら旋状溝４ａを設けた本体である。
【０００９】
　本考案の実施例は前記の構成からなるもので、パタ－ヘッドシャフト本体の連結逆Ｅ字
型状切込溝１ｂがグリップシャフト本体の固定金具２ｂに沿って伸縮させ適時の長さによ
りグリップ２を左回転させると固定金具２ｂは連結逆Ｅ字型状切込溝１ｂに沿って移動し
その溝の先端くぼみ溝に固定金具２ｂを固定させた上で、ストッパ－固定具３の外部のス
トッパ－移動キヤップ４を回転させると接しているグリップシャフトに固定しているスト
ッパ－固定具３のら旋状溝３ｂをストッパ－移動キヤップ４が、ら旋状溝３ｂに沿い移動
することによりストッパ－固定具３のＶ字型状切込３ａが圧縮しめられパタ－ヘッドシャ
フトが強力に固定される。
【００１０】
　パタ－ヘッド伸縮はストッパ－移動キヤップ４を逆回転して緩めグリップ２の固定金具
２ｂに接合している連結逆Ｅ字型状切込溝１ｂのくぼみ溝から戻しグリップ２を右回転し
て固定金具２ｂの位置を変えてパタ－ヘッドの長さを調整して固定するの繰返しで自適の
伸縮ゴルフパタ－となる。
【符号の説明】
【００１１】
１　パタ－ヘッド
　１ａ　パタ－ヘッドシャフト
　１ｂ　連結逆Ｅ字型状切込溝
２　グリップ
　２ａ　グリップシャフト
　２ｂ　固定金具
３　ストッパ－固定具
　３ａ　Ｖ字型状切込
　３ｂ　ら旋状溝
４　ストッパ－移動キヤップ
　４ａ　ら旋状溝
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